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資料 3

中間とりまとめ構成骨子案

１．はじめに

・背景

・検討内容

・検討体制

２．製品等を通じた貢献量評価手法の考え方

（１）製品等を通じた貢献量評価の目的について

（２）貢献量評価に係る主要な論点について

・主要な論点としてどのような要素があるか、目的との関係等

・貢献の定義と貢献量（ベースライン）の設定

・評価対象とする製品等の種類とライフサイクル

・評価対象とする空間的・時間的範囲

・部品・素材等の（製造事業所の）貢献量の評価

・評価対象とする製品の範囲 など

３．今後の検討の進め方について

・検証を通じた考え方の見直し

・製品等を通じた貢献量評価に必要となる情報の整理

資料 県内の事業者における先進的取組事例

・Ａ社

・Ｂ社

・Ｃ社

・Ｄ社
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＜参考＞貢献量評価の手引きのイメージ（事務局案）

●はじめに

・滋賀県の計画書制度でのねらいについて

・製品等を通じた貢献量評価の目的・意義について

●製品等を通じた貢献量評価の考え方

・貢献量評価の枠組

・算定要素（ステップ）毎の要求事項や推奨事項、条件等

・評価結果の表示

●製品等を通じた貢献量評価の実際（事例編）

事業所Ａ 事業所Ｂ 事業所Ｃ 事業所Ｄ 評価実施業

種の拡大に

伴い追加し

ていく。

●参考資料集

算定に必要となるデータ等

（係数の数表や関係資料一覧（情報源情報）をイメージ）

「手法と解説」

のイメージ
中間とりまと

めの「考え方」

に基づき作成

「考え方」と対

応した形で事

例を示す。（指

針案の適用可

能性の検証結

果でもある。）


